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RDM LUN を VM に再接続

Raw デバイスマッピング（ RDM ） LUN に接続されている VM が移行後に機能するた
めには、 LUN をホストする RDM ディスクを VM から削除する必要があります。その
後、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）から提供された LUN シリアル番号に基づいて、
RDM ディスクを VM に再接続します。

• コピーベースの移行の場合は、 7MTT でストレージカットオーバー処理を開始する前に以下の手順を実行
します。

• コピーフリーの移行の場合は、 7MTT で 7-Mode システムのエクスポートおよび停止処理を開始する前に
以下の手順を実行します。

手順

1. Inventory Assessment Workbook で、 * Host VM Disk Details * タブに移動します。

2. 「 * タイプ」列で、 PTRDM または NPTRDM を使用する ESXi ホスト VM を特定します。

3. VM 名、「 * Disk * 」列に表示されたディスクパスの詳細、および「 * Device Mapped * 」列に表示され
ている NAA ID をメモします。

4. 移行後に生成された 7MTT マッピングファイルにその NAA ID が記載されていることを確認します。

5. マッピングファイルの * LUN WWID * 列に対応する新しい NAA ID が NAA ID になっていることを確認し
ます。

これが新しい clustered Data ONTAP LUN NAA ID です。

6. clustered Data ONTAP LUN NAA ID を * lun WWID * 列に記載し、ディスクパスの詳細を使用して
clustered Data ONTAP LUN を VM に再接続します。

◦ 関連情報 *

vSphere Client を使用して古い RDM を削除する

vSphere Client を使用した RDM の VM への再接続

ESXi CLI / コンソールを使用した RDM の再接続

vSphere Client を使用して古い RDM を削除する

ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP への移行時には、すべての RDM LUN が「
古く」なります。移行後に LUN でデータの提供を開始するには、これらの RDM を削除
して再接続する必要があります。

Inventory Assessment Workbook から RDM の VM 名とディスクパスを収集しておく必要があります。

手順

1. ESXi ホストまたは ESXi ホストを管理する vCenter Server を開きます。

2. VM を右クリックし、 * 設定の編集 * を選択します。
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VM Properties ウィンドウが表示されます。

3. Inventory Assessment Workbook から収集したディスクパスを使用して、デバイスのリストからハードデ
ィスクを選択します。

4. [VM のプロパティ ] ウィンドウで、仮想デバイスノード * と * 互換モード * をメモします。

仮想デバイスノード： SCSI 0 ： 2

互換モード： Physical

5. [ 削除（ Remove ） ] をクリックします。

6. [ 仮想マシンから削除し、ディスクからファイルを削除する *] を選択します。

7. [OK] をクリックします。

次のようなエラーメッセージが表示されます。このメッセージは無視してかまいません。

8. [* 閉じる * ] をクリックします。

vSphere Client を使用した RDM の VM への再接続

7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）を使用して ESXi ホストを移行したあとで、 RDM を
仮想マシン（ VM ）に再接続する必要があります。

古い Raw デバイスマッピング（ RDM ）を削除しておく必要があります。

手順

1. ESXi ホストまたは ESXi ホストを管理する vCenter Server を開きます。

2. VM を右クリックし、 * 設定の編集 * を選択します。

[VM のプロパティ ] ウィンドウが開きます。

3. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

[ ハードウェアの追加 ] ウィンドウが開きます。

4. [* ハードディスク * ] をクリックします。
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5. [ 次へ * ] をクリックしてディスクを選択します。

6. 「 * Raw Device Mappings * 」を選択します。

7. ［ * 次へ * ］ をクリックして、ターゲット LUN を選択します。

8. 7MTT マッピングファイルからメモした新しい clustered Data ONTAP NAA ID の LUN を選択します。

9. 「 * 次へ * 」をクリックします。

10. [Select Datastore] を選択します。

11. 7MTT マッピングファイルでメモしたディスクパスと一致するデータストアを選択します。

12. 「 * 次へ * 」をクリックします。

13. [* 互換モード * ] で [* 物理的 * ] または [* 仮想 * ] のいずれかを選択します。

古い RDM を削除したときにメモした互換モードを選択します。

14. 「 * 次へ * 」をクリックします。

15. 「 * 詳細オプション * 」を選択します。

16. [ 仮想デバイスノード ] を選択します。

古い RDM を削除したときにメモした仮想デバイスモードを選択します。

17. 「 * 次へ * 」をクリックします。

18. [ 完了 ] をクリックして変更を送信します。

19. RDM が接続されているすべての VM について、上記の手順を繰り返します。

◦ 関連情報 *

vSphere Client を使用して古い RDM を削除する

ESXi CLI / コンソールを使用した RDM の再接続

Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行したあとで、 Raw デバイスマ
ッピング（ RDM ）を再接続する必要があります。

• Inventory Assessment Workbook の Disk 列に表示された RDM ディスクファイルを取得する必要がありま
す。

• 新しい clustered Data ONTAP LUN NAA ID を 7MTT マッピングファイルから取得する必要があります。

手順

1. SSH を使用して ESXi コンソールにログインします。

2. mv コマンドを使用して、 RDM ディスクファイルおよび関連するデバイスファイルのバックアップを作
成します。

RDM ディスクファイルは、 _Inventory Assessment Workbook の Disk 列に表示されます。

RDM ディスクファイルが「 /vmfs/volumes/53a3ac3d-df5aca03 -3a94-001ec9d631cb/vm2-win-bus -a

/vm2-winbus-A.vmdk` 」の場合は、次のコマンドを問題します。
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*MV/VMFS/volumes/53a3ac3d-df5aca03-3a94-001ec9d631cb/vm2-win-bus -A /vm2-winbus-

A.vmdk/volumes/53a3ac3d-df5ac3a03-3a94-001ec9d62002-win*1-win-bus * バス

◦ 物理互換 RDM （ PTRDM ）の場合： +MV_RDM_DISK_FILE_NAME -rdmp.vmk

_RDM_DISK_FILE_NAME -rdmp.vmk _bak

例：

MV/VMFS/volumes/53a3ac3d-df5aca03-3a94-001ec9d631cb/vm2-win-bus -a -rdmp.vmdk

/volumes/53a3ac3d-df5ac3ac3ac3d-df5ac3a94-001ac31-win9be-win9d1-rdbath-dgas1-rdb-bus *

◦ 仮想互換 RDM （ NPTRDM ）の場合： +*MV_RDM_DISK_FILE_name -rdmp.vmk

_RDM_DISK_FILE_NAME -rdmp.vdk_bak *

例：

MV/VMFS/volumes/53a3ac3d-df5aca03-3a94-001ec9d631cb/vm2-win-bus -a -rdmp.vmdk

/volumes/53a3ac3d-df5ac3ac3ac3d-df5ac3a94-001ac31-win9be-win9d1-rdbath-dgas1-rdb-bus *

3. 新しい clustered Data ONTAP LUN NAA ID と RDM ディスクファイルを使用して、 RDM 構成ファイルと
デバイスファイルを再作成します。

◦ PTRDM の場合： +`*# vmkfstools – z/vmfs/devices/disks/ new_cluster_new_cluster_naa_ID.vmdk *

例：

vmkfstools –

z/VMFS/devices/disks/naa.600a098054314c6c442f79712313/vmfs/volumes/53a3ac3d-df5aca03-

3a94-001ec9d631cb/vm2-win-buse-a2-win-bus-1-win-db.vmdk バス

◦ NPTRDM の場合： +`*#vmkfstools – r/vmfs/devices/disks/_new_cluster_200a— ONTAP_naa_ID.vmdk

*

例：

vmkfstools – r/vmfs/devices/disks/naa.600a098054314c6c442f79712313/vmfs/volumes/53a3ac3d-

df5aca03-3a94-001ec9d631cb/vm2-win-bus-a-win-bus-1-win-db.vmdk バス

4. 構成ファイルとポインタファイルが作成されたことを確認します。

*#ls /vmfs/volumes/ データストア /vm_directory *

'*#ls /vmfs/volumes/53a3ac3d-df5aca03 -3a94-001ec9d631cb/VM2 -win-bus -a *

新しい構成ファイルとポインタファイルは、 VM ディレクトリパスの下に表示されます。

5. RDM が接続されているすべての VM について、上記の手順を繰り返します。

6. ESXi ホストで hostd エージェントと vpxa エージェントを再起動します。

/etc/init.d/hostd/restart

*/etc/init.d/vpxa/restart *
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